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成果概要：設計や生産計画といった産業での課題に対して、人工知能による意思決定を行う際に、機械学習用のデータの不足が問題となる。そこで
本研究ではシミュレーションによってデータを増やすことで対処した。鉄道やサプライチェーンの実世界での課題に対して、巧みな解を導出する人
工知能を研究開発した。

成果のポイント：

最新の人工知能技術を、日本の産業界における具体的な課題に適用することは、簡単ではない。確かに、最新の人工知能技術は人間を圧倒するもの
があり、例えば囲碁将棋では強化学習が成功したが、これは機械学習用の膨大なデータが準備されてはじめてできることである。現実の工場やビジ
ネスにおいて、大量のデータが得られるとは限らない。

本研究では、シミュレーションによって擬似的なデータを得て、機械学習に用いることで解決を試みた。

成果として、大型の化学プラントを制御する課題では、ベテラン運転員と同等の品質の制御を実現した。
サプライチェーンを人工知能同士の自動交渉で成立させる実験も行い、高品質の合意を得られるシステムを研究開発した。
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